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要提出問題

問 5.1. p ∈ Z を素数とし，P = (p) ⊂ Z とする．局所環 ZP のイデアルは (0) と

(pn/1), (0 ≤ n ∈ Z) に限ることを示せ．

問 5.2. (A,M), (B,N) を可換な局所環，f : A → B を環準同型とする．

(1) f−1(N) ⊂ M を示せ．

(2) f(M) ⊂ N となる A,B, f を 1組求めよ．

問 5.3. A を可換環とし，P を A の素イデアルとする．次を示せ．

(1) A が局所環である ⇐⇒ A \A× が A のイデアルである．

(2) AP は PAP を極大イデアルとする局所環である．

(3) Q(A/P ) ∼= AP /PAP .

問 5.4. A を可換環，M を A の極大イデアルとする．

(A,M) が局所環 ⇐⇒ 任意の x ∈ M に対して 1 + x は単元

を示せ．

補足問題

問 5.5. K を体とし，

K[[X]] =

∑
n≥0

anX
n | an ∈ K


とおく．f =

∑
n≥0

anX
n, g =

∑
m≥0
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)
Xr

と定めるとK[[X]] は可換環となる．この環を K を係数とする形式的べき級数環という．

(1) φ : K[[X]] → K を φ(f) = f(0) で定める．このとき φ は全射準同型で Kerφ は

K[[K]] の極大イデアルであることを示せ．

(2) K[[X]] は局所環であることを示せ．


